
国道７・８号新潟バイパスは、1970年に紫竹山IC～海老ケ瀬IC間が２車線で
開通してから、2020年12月１日に50周年を迎えました。これを契機に、産学官
の関係者が集まり、新潟バイパスの半世紀の歴史や新潟のまちづくりに与えた
効果を振り返るとともに、未来の新潟のまちづくりの在り方について議論する
記念座談会をオンラインで開催します。ぜひご視聴ください。

ＰＣの
場合

「ライブ配信希望」と明記の上、
nbp50@niigata-nippo.co.jpに空
メールを送信してください。申し込み
先ＵＲＬをご案内いたします。
■環境により、事前にＺｏｏｍソフトウェアの
インストールが必要な場合があります。

右記ＱＲコードから登録
をお願いします。招待
メール(参加用ＵＲＬ)を
お送りします。
■事前にＺｏｏｍアプリのイ
ンストールが必要です。

スマート
フォンの
場合

※申し込み順に参加URLをメールで送信します。 ※画像や音声の状況はお使いの端末性能や通信環境により異なります。視聴にかかる通信費は各自で負担願います。
※ご応募の際の個人情報は当事業のみに使用いたします。 ※定員になり次第、締め切ります。

iPhone Android
App Store Playストア

「zoom」検索 「zoom」検索

「ZOOM Cloud Meetings」をインストール

事 前 準 備

3月13日（土） 14:00～16:00

●新潟日報メディアシップ2F 日報ホールより配信
●定員／先着200人 ［視聴無料］

●参加者 ※敬称略

バイパスの50年を振り返り、
未来の新潟のまちづくりを考える
①開会挨拶  ②企画趣旨、バイパスの概要等 
③記念座談会  ④閉会挨拶

テーマ

内 容

新潟バイパス50周年
記念座談会 ONLINE FORUM

新潟バイパス５０周年記念実行委員会 新潟日報社広告部
新潟市中央区万代３-１-１  電話：025-385-7406（土日祝を除く10：00～17：00）主催 お問い合わせ

中原 八一
（新潟市長）

福田 勝之
（新潟商工会議所会頭）

佐野 可寸志
（長岡技術科学大学教授）

大塚 清一郎
（新潟日報社論説編集委員）

コーディネーター

祢津 知広
（新潟国道事務所長）

定 員

  200人
［視聴無料］

先
着

Zoomウェビナーでご視聴いただけます。下記の方法でお申し込みください。 ［申し込み締め切り］ 3月12日(金)17：00
●既にお申し込みいただいている方は再度お申し込みいただく必要はございません。改めて視聴方法のご案内をメールさせていただきますので、３月１３日のご視聴を
　お願いいたします。
●パソコンやタブレット、スマホ等の端末で視聴いただけます。画像や音声の状況はお使いの端末性能や通信環境により異なります。通信費用は各自で負担願います。

※当初1月17日（日）の開催を予定しておりましたが、大雪等諸般の事情により、上記日時に
　延期しての開催が決定いたしました。


